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令和７年度 アルザ de カフェ２ 

『基礎ゼミ ジェンダースタディーズ』 

守 如子，前川 直哉／編，堀川 修平／第 3 章執筆 世界思想社 

 女性専用車両は男性差別? ジェンダー研究の基本から最前線までを、インターセクショナリティの 

視点を重視し、データ・理論・調査方法などを示しながら解説する。 

『助産師 YouTuber・シオリーヌの学校性教育サポート BOOK  

子どもたちと、どうやって向き合えばいいの?』       シオリーヌ／著 東洋館出版社 

『教科書にみる世界の性教育』       橋本 紀子，池谷 壽夫，田代 美江子／編著 かもがわ出版 

『おうち性教育はじめます 思春期と家族編』      フクチ マミ／著，村瀬 幸浩／著 KADOKAWA             

『赤ちゃんはどこからくるの? 親子で学ぶはじめての性教育』 のじま なみ／著，林 ユミ／絵 幻冬舎 

『親子で学ぶ「幸せな性」と命のお話 本当の自分の心と体がつながる性教育』      

夏目 祭子／著 徳間書店 

『こんなに違う!世界の性教育』         橋本 紀子／監修，橋本 紀子／ほか著 メディアファクトリー 

『13 歳から知っておきたい LGBT+』   アシュリー・マーデル／著，須川 綾子／訳 ダイヤモンド社 

『「ふつう」ってなんだ? LGBT について知る本』                      ReBit／監修 学研プラス 

『はじめてのジェンダー論 改訂版』                                       加藤 秀一／著 有斐閣 

『ジェンダーのとびらを開こう 自分らしく生きるために』  

村田 晶子，森脇 健介，矢内 琴江，弓削 尚子／著 大和書房 

『ジェンダーとわたし <違和感>から社会を読み解く』                 笹川 あゆみ／編著 北樹出版 

『女の子だから、男の子だからをなくす本』 

ユン ウンジュ／文，イ ヘジョン／絵，すんみ／訳 エトセトラブックス 

『これからの時代を生き抜くためのジェンダー&セクシュアリティ論入門』   三橋 順子／著 辰巳出版 

『気づく 立ちあがる 育てる 日本の性教育史におけるクィアペダゴジー』 

堀川 修平／著  エイデル研究所 

性的マイノリティを特別扱いせず、全てのジェンダー・セクシュアリティの子どもが大切にされる 

学校は、どのように創ることができるかを、日本のクィアペダゴジーの始まりを描きながら探る。   

『「日本に性教育はなかった」と言う前に ブームとバッシングのあいだで考える』        

堀川 修平／著   柏書房 

 性の多様性に関する教育を届けるために、あらゆる子どもに性教育を! 性と教育に関わる活動への 

バッシングに立ち向かう歴史を振り返り、今日の状況と往還しながら論じる。   

アルザにいがた情報図書室より本のご紹介 

アルザにいがた情報図書室は、新潟市立図書館のカードで貸出できます。 

予約でお近くの図書館に取り寄せることができますので是非ご利用下さい。 

包括的性教育のイ・ロ・ハ！ 
～学ぶ機会がなかった大人のために～ 


